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1. 2023年2月期第3四半期の連結業績（2022年3月1日～2022年11月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年2月期第3四半期 94,538 2.0 3,455 2.4 3,364 3.1 2,593 20.3

2022年2月期第3四半期 92,699 △6.3 3,374 △30.1 3,264 △28.7 2,157 △19.7

（注）包括利益 2023年2月期第3四半期　　2,626百万円 （23.4％） 2022年2月期第3四半期　　2,129百万円 （△22.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年2月期第3四半期 78.11 ―

2022年2月期第3四半期 64.99 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年2月期第3四半期 84,212 31,450 37.3

2022年2月期 82,216 29,706 36.1

（参考）自己資本 2023年2月期第3四半期 31,450百万円 2022年2月期 29,699百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年2月期 ― 0.00 ― 27.00 27.00

2023年2月期 ― 0.00 ―

2023年2月期（予想） 27.00 27.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 2月期の連結業績予想（2022年 3月 1日～2023年 2月28日）

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 127,800 2.4 5,000 11.4 4,800 10.4 3,000 5.1 90.38

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年2月期3Q 39,611,134 株 2022年2月期 39,611,134 株

② 期末自己株式数 2023年2月期3Q 6,388,796 株 2022年2月期 6,418,171 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年2月期3Q 33,210,068 株 2022年2月期3Q 33,193,460 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当っての注意事項については、添付資料の２
ページをご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間（2022年３月１日～2022年11月30日）におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス

感染症の再拡大が続く中、行動制限の緩和等により、経済活動は徐々に再開してきました。一方では、急激な円安

や資源価格の高騰による物価上昇の影響から、個人消費は節約志向がさらに強まるなど、厳しい経済状況が続きま

した。

　このような状況の中、当社グループは、「普段の暮らしをより豊かに、より便利に、より楽しく」という経営理

念のもと、地域の暮らしを支える総合ディスカウントストアとして、生活必需品を中心とした商品を毎日低価格で

販売する「EDLP」の施策を徹底してきました。さらに、既存店の改装にも注力し、収益力の改善に努めてまいりま

した。

　当第３四半期連結累計期間における既存店売上高前年比は101.5％となりました。３月～８月にPB商品の価格凍

結、９月からはNB商品2000品目の値下げ企画に取り組むなど、一貫してEDLPを強化してまいりました。物価高騰が

続く中、低価格を打ち出した商品を中心に売上が伸びるなど、総合ディスカウントストアとしての品揃えをご評価

いただきました。また、節電意識の高まりから、冷蔵庫や洗濯機、エアコンなどの家電が好調でした。

　改装は、2022年11月末までに９店舗で実施しました。品揃えの見直しやお買い得商品が一目でわかる陳列へ変更

を行うなど、既存店の底上げを図っております。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益（売上高＋不動産賃貸収入＋その他の営業収入）は945億38百

万円（前期比102.0％）と増収となりました。

　荒利益高は206億37百万円（前期比102.8％）となり前年を上回りました。低価格の訴求や開発したPB商品が好調

に推移し、PB商品の売上高構成比が上昇したことに加え、売り込み商品の絞り込みによる利益率の改善を進めたこ

とで、荒利益率は、前年同期の22.5％から0.2％改善し、22.7％となりました。

　コスト面においては、改装経費のほか、電力料の高騰やキャッシュレス決済手数料が増加するなどした結果、販

売費及び一般管理費は、208億37百万円（前期比102.3％）となりました。

　これらの結果、営業利益は34億55百万円（前期比102.4％）、経常利益は33億64百万円（前期比103.1％）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は25億93百万円（前期比120.3％）を確保し、増収増益となりました。改装やDXを

推進し、新たなサービスの提供によるお客様の利便性向上や生産性向上によるコスト削減を推し進め、既存店の稼

ぐ力を引き上げることで競争力のある総合ディスカウントストアを構築してまいります。

（２）財政状態に関する説明

（総資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ25億93百万円増加し、196億５百万

円となりました。これは主として、商品の増加30億15百万円などによるものです。固定資産は、前連結会計年度末

に比べ５億96百万円減少し、646億６百万円となりました。これは主として、差入保証金の減少12億２百万円など

によるものです。

　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べ19億96百万円増加し、842億12百万円となりました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ18億94百万円増加し、286億11百万

円となりました。これは主として、支払手形及び買掛金の増加27億10百万円などによるものです。固定負債は、前

連結会計年度末に比べ16億42百万円減少し、241億50百万円となりました。これは主として、長期借入金の減少８

億92百万円などによるものです。

　この結果、負債は前連結会計年度末に比べ２億51百万円増加し、527億61百万円となりました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ17億44百万円増加し、314億50百万円

となりました。これは主として、利益剰余金の増加16億97百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年２月期の連結業績予想につきましては、2022年４月14日公表の予想数値に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,887 1,522

売掛金 2,645 3,882

商品 9,866 12,881

貯蔵品 40 42

その他 1,573 1,276

流動資産合計 17,012 19,605

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,439 13,621

土地 31,093 31,105

その他（純額） 4,320 4,129

有形固定資産合計 48,852 48,856

無形固定資産 1,036 1,179

投資その他の資産

差入保証金 8,614 7,411

その他 6,756 7,193

貸倒引当金 △56 △34

投資その他の資産合計 15,314 14,570

固定資産合計 65,203 64,606

資産合計 82,216 84,212

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,412 10,123

電子記録債務 7,477 6,750

短期借入金 － 500

１年内返済予定の長期借入金 5,842 5,570

１年内償還予定の社債 286 286

未払法人税等 361 405

賞与引当金 861 618

資産除去債務 5 －

その他 4,470 4,357

流動負債合計 26,717 28,611

固定負債

社債 1,714 1,428

長期借入金 15,316 14,424

退職給付に係る負債 1,082 1,094

資産除去債務 1,162 1,180

その他 6,516 6,022

固定負債合計 25,793 24,150

負債合計 52,510 52,761

純資産の部

株主資本

資本金 10,229 10,229

資本剰余金 7,980 7,986

利益剰余金 14,081 15,778

自己株式 △2,603 △2,591

株主資本合計 29,688 31,403

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 53 84

繰延ヘッジ損益 － △4

為替換算調整勘定 5 5

退職給付に係る調整累計額 △47 △38

その他の包括利益累計額合計 10 47

非支配株主持分 6 －

純資産合計 29,706 31,450

負債純資産合計 82,216 84,212
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年11月30日)

売上高 89,013 90,882

売上原価 68,945 70,245

売上総利益 20,067 20,637

営業収入

不動産賃貸収入 2,870 2,867

その他の営業収入 815 788

営業収入合計 3,685 3,655

営業総利益 23,753 24,292

販売費及び一般管理費

販売費 4,228 4,315

一般管理費 16,149 16,521

販売費及び一般管理費合計 20,378 20,837

営業利益 3,374 3,455

営業外収益

受取利息 24 21

補助金収入 － 6

保険配当金 － 7

貸倒引当金戻入額 30 1

その他 52 41

営業外収益合計 107 78

営業外費用

社債利息 0 0

支払利息 146 134

社債発行費 23 －

システム開発中止に伴う損失 16 －

その他 32 33

営業外費用合計 217 168

経常利益 3,264 3,364

特別利益

受取保険金 3 34

特別利益合計 3 34

特別損失

災害による損失 15 27

投資有価証券売却損 0 －

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 15 63

減損損失 － 78

退店関連損失 － 29

特別損失合計 31 198

税金等調整前四半期純利益 3,236 3,201

法人税、住民税及び事業税 997 1,039

法人税等調整額 108 △428

法人税等合計 1,106 611

四半期純利益 2,130 2,590

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △26 △3

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,157 2,593

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年11月30日)

四半期純利益 2,130 2,590

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △20 31

繰延ヘッジ損益 － △4

為替換算調整勘定 6 1

退職給付に係る調整額 12 8

その他の包括利益合計 △1 36

四半期包括利益 2,129 2,626

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,153 2,630

非支配株主に係る四半期包括利益 △23 △3

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与

える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。
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